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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ベッドと、ベッド上に装備される主軸と、主軸に対向して配設される工具主軸を有する
機械本体と、工具主軸に対して自動工具交換装置を介して工具を供給する多数の工具を格
納する工具マガジンユニットを備えた複合加工旋盤であって、
　工具マガジンユニットの装置本体は、機台と機台に対して上下方向に配設されるチェー
ンと、チェーンに装備される多数のグリッパを備えて、機械本体の主軸に対して前側に配
設されるとともに、
　機械本体を覆うカバーと工具マガジンユニットの工具マガジン装置を覆うカバーを備え
、
　機械本体を覆うカバーに設けられる加工部へアクセスするためのドアと、工具マガジン
装置を覆うカバーの前面側に工具マガジン装置にアクセスするためのドアを備えることを
特徴とする複合加工旋盤。
【請求項２】
　工具マガジン装置を覆うカバーに設けられる窓は、次工程で工具主軸に供給される工具
に対向する位置に設けられることを特徴とする請求項１記載の複合加工旋盤。
【請求項３】
　工具マガジン装置を覆うカバーに設けられるドアは、工具マガジンに返却された使用済
みの工具に対向する位置に透視可能な窓を備えることを特徴とする請求項１記載の複合加
工旋盤。
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【請求項４】
　工具マガジン装置を覆うカバーに設けられる物置台を備えることを特徴とする請求項１
記載の複合加工旋盤。
【請求項５】
　工具マガジン装置を覆うカバーに設けられるマガジンラックを備えることを特徴とする
請求項１記載の複合加工旋盤。
【請求項６】
　工具マガジン装置を覆うカバーの下端部に設けられるフットスイッチを備えることを特
徴とする請求項１記載の複合加工旋盤。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は複合加工旋盤、特に工具マガジンユニット装置の構成を改良した複合加工旋盤
に関する。
【背景技術】
【０００２】
　複合加工旋盤は、工具主軸に供給する複数の工具を格納した工具マガジンを備えて、主
軸に把持された加工物に対して各種の加工を施す機能を備える。
　工具マガジンは、下記の特許文献１が示すように後側に配設される構造が多いが特許文
献２は、主軸台の上部に工具マガジンを配したものが開示されている。
　また、特許文献３は、工具主軸の上部に工具マガジンを配する構造を開示している。
【特許文献１】特開２００６－３２６７９３号公報
【特許文献２】特開平６－１０６４３８号公報
【特許文献３】特開平８－１１８１２１号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００３】
　本発明の目的は、工具マガジンユニットの構造を改良することによって、加工作業性と
工具のメンテナンス性の向上を図る複合加工旋盤を提供するものである。
【課題を解決するための手段】
【０００４】
　上記目的を達成するために、本発明の複合加工旋盤は、ベッドと、ベッド上に装備され
る主軸と、主軸に対向して配設される工具主軸を有する機械本体と、工具主軸に対して自
動工具交換装置を介して工具を供給する多数の工具を格納する工具マガジンユニットを備
え、工具マガジンユニットは、機械本体の主軸に対して前側に配設されることを基本的な
構成とする。
【０００５】
　そして、機械本体を覆うカバーと工具マガジンユニットの工具マガジン装置を覆うカバ
ーを備え、機械本体を覆うカバーに設けられる加工部へアクセスするためのドアと、工具
マガジン装置を覆うカバーに設けられる工具マガジン装置にアクセスするためのドア及び
窓を備えるものである。
　また、工具マガジン装置を覆うカバーに設けられる窓は、次工程で工具主軸に供給され
る工具に対向する位置に設けられ、工具マガジン装置を覆うカバーに設けられるドアは、
工具マガジンに返却された使用済みの工具に対向する位置に透視可能な窓を備えるもので
ある。
　さらに、工具マガジン装置を覆うカバーに設けられる物置台や、マガジンラックを備え
、カバーの下端部に設けられるフットスイッチを備えるものである。
【発明の効果】
【０００６】
　本発明の複合加工旋盤は以上のように機械本体の主軸よりも前側に工具マガジンユニッ
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トを配置した構成としてあるので、オペレータは加工部と工具マガジンの両方を監視する
ことが可能となる。
　そこで、オペレータは、次工程で工具主軸に供給される工具を直接に目視して確認する
ことができる。また、使用後の工具に付着した切り屑等を容易に清掃することができ、メ
ンテナンス性を向上することができる。
　さらに、オペレータの近傍に物置台やマガジンラックを設けるスペースを新設すること
ができ、作業性も向上する。
【発明を実施するための最良の形態】
【０００７】
　以下、本発明の複合加工旋盤を図面を用いて説明する。
　図１～図３は、本発明の複合加工旋盤を異なる方向からみた外観図である。
　図４～図５は、複合加工旋盤の機械本体の構造図である。
　なお、図中の符号Ｆは、複合加工旋盤の正面側を示す。
　全体を符号１で示す複合加工旋盤は、図４～図５に示す機械本体１０の周囲の全面をカ
バーで覆う構造を備える。カバー２に加えて、ＮＣ操作盤３や加工部にアクセスするため
のドア４が装備される。ドア４には内部を観察するための窓５がとりつけられる。
【０００８】
　図４～図５に示すように、機械本体１０はベッド２０と、ベッド２０上に配置される主
軸台３０と主軸台３０に装備される主軸４０を備える。
【０００９】
　ベッド２０上には、主軸台３０とは別体のスライドベース５０が摺動自在に配設され、
スライドベース５０上にコラム５２がスライドベース５０の摺動軸に直交する方向に摺動
自在に設けられる。コラム５２の前面には工具主軸台６０が上下方向に摺動自在に設けら
れ、工具主軸台６０に工具主軸７０が旋回動可能にとりつけられる。工具主軸７０には自
動工具交換装置を介して工具マガジンに格納された各種の工具が交換自在に供給される。
【００１０】
　図１～図３に示すように、本発明の複合加工旋盤１にあっては、工具マガジンユニット
１００は、機械本体の前面側に配設される。具体的には、機械本体の主軸台の前面側に配
設される。
【００１１】
　図４～図５に示すように、工具マガジンユニットの装置本体２００は、機台２１０と、
機台２１０に対して上下方向に配設されるチェーン２２０と、チェーンに装備される多数
のグリッパー２３０を備える。各グリッパー２３０は、自動工具交換装置２５０のアーム
と協同して工具を工具主軸７０に対して交換自在に供給する。
【００１２】
　図１～図３に示すように、工具マガジンユニット１００は、装置本体２００を覆うカバ
ー１１０を備える。カバー１１０には、工具マガジン装置本体２００にアクセスするため
のドア１２０が開閉自在に設けられる。
　ドア１２０は窓１２２を有する。窓に装着する透明板は強化ガラスや樹脂等が使用され
る。
【００１３】
　工具マガジンユニット１００の複合加工旋盤１の前面Ｆ側のカバー１１０には、ドア１
２０に隣接して電装パネル１８０等が装備される。
【００１４】
　複合加工旋盤１の加工部へのドア４に直交する工具マガジンンユニットのカバーには窓
１３０が設けられる。窓に装着する透明板は強化ガラスや樹脂等が使用される。窓１３０
の下方には、物置台１５０が設けられ、複合加工旋盤のオペレータが手工具等を一時的に
格納するために利用される。
【００１５】
　また、物置台１５０の下方にはマガジンラック１６０が設けられ、マニュアル等の整理
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、収納に利用される。
【００１６】
　さらに、マガジンラックの下方には、フットスイッチ１４０が配設され、チャックの開
閉操作に使用される。
【００１７】
　図６は、工具マガジンユニット１００の全体の詳細を示し、図７は、加工部へのドア４
に直交する側面に設けられる窓１３０の詳細を示し、図８は、加工部へのドア４に平行す
る側面に設けられるドア１２０の詳細を示す。
【００１８】
　図７に示すように、オペレータは加工部へのドア４に直交する側面に設けられる窓１３
０を通して、次に工具主軸に供給される工具Ｔ１を観察することができる。
【００１９】
　そこで、オペレータはこの工具Ｔ１が正規の工具であることを視認により確認すること
ができ、加工不良等の不具合を防止することができる。
【００２０】
　図８に示すように、加工部へのドア４に平行する側面に設けられるドア１２０の窓１２
２を通して、使用済みの工具Ｔ２の状況を観察することができる。
【００２１】
　そこで、工具Ｔ２に切り屑Ｃ１等が付着しているようなときは、オペレータはドア１２
０を開いて工具Ｔ２の清掃を行ことができる。
【００２２】
　本発明の複合加工旋盤は以上のように機械本体の主軸よりも前側に工具マガジンユニッ
トを配置した構成としてあるので、オペレータは加工部と工具マガジンの両方を監視する
ことが可能となる。
　そこで、オペレータは、次工程で工具主軸に供給される工具を直接に目視して確認する
ことができる。また、使用後の工具に付着した切り屑等を容易に清掃することができ、メ
ンテナンス性を向上することができる。
　さらに、オペレータの近傍に物置台やマガジンラックを設けるスペースを新設すること
ができ、作業性も向上する。
【図面の簡単な説明】
【００２３】
【図１】本発明の複合加工旋盤の外観図。
【図２】本発明の複合加工旋盤の外観図。
【図３】本発明の複合加工旋盤の外観図。
【図４】本発明の複合加工旋盤の機械本体の構造図。
【図５】本発明の複合加工旋盤の機械本体の構造図。
【図６】工具マガジンユニットの全体図。
【図７】工具マガジンユニットの部分図。
【図８】工具マガジンユニットの部分図。
【符号の説明】
【００２４】
　１　複合加工旋盤
　２　カバー
　４　加工部へのドア
　１００　工具マガジンユニット
　１１０　カバー
　１２０　ドア
　１２２　窓
　１３０　窓
　１４０　フットスイッチ
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　１５０　物置台
　１６０　マガジンラック

【図１】 【図２】
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【図３】 【図４】

【図５】 【図６】
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【図７】 【図８】
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